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研究成果の概要： レキシコンと文法の制約について、文法論、形態論、意味論、音声音韻の各
分野で理論的研究を行い、国会議事録などの発話コーパスを用いて実証的な研究を行った。具

合的には述語の語彙的特性と再帰表現の単文内での束縛関係といわゆる長距離束縛の関わ

り、・・・を示した。平成 20年度の最後にあたってレキシコン、文法の制約が同一指示の現象
に関与する諸相についての国際ワークショップを行った。 
 
交付額 
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研究分野： 人文学 
科研費の分科・細目： 文学・言語学 
キーワード： 
 
１．研究開始当初の背景 
 
研究代表者と分担者は平成12年～15年に『言
語における制約間のインターフェースに関
する総合的研究』（課題番号 12410129）を受
け、文法の制約が文法理論の下位分野間の連
関の中で見せる相互作用について研究し、文
法理論、意味論、音声・音韻論、さらに心理
言語学、社会言語学の各分野で一定の成果を
生み出したと自負している。 
 
この研究成果を受け、文法の制約についてよ
り特定性の高い研究として語彙と文法理論
の関係に着目した研究を行うこととなり、本

研究を申請するにいたった。 
 
２．研究の目的 
 
レキシコンと文法構造の関係を明らかにす
るためには，語彙範疇と機能範疇の両方の語
彙項目に関して，形式化が整い，厳しく制約
された理論がなくてはならないが，また，そ
の理論は経験的な帰結を豊かに示すもので
ある必要もある。 
 
我々がこの研究で意図するのは次のような
条件を満たす，レキシコンに関する文法理論
のフォーマットを作り上げ，そのようなフォ
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ーマットに基づく形式的な語彙記述体系を
デザインして，その計算機上での動作を音
声・音韻，文法，意味さらに言語変異を含む
総合的な観点から検討することである。 
 
(i) 自然言語で可能な語彙のみを表現するよ
うな語彙形式化であること。 

(ii) 形式化の中から自然言語に関する経験的
一般化が自然に表現されること。 

 
現行の極小主義プログラムは現に存在する
語彙の文法構造でのふるまいから出発して
経験的に必要な素性の考察をするが，可能な
語彙を予測する洞察に欠けるところがある。
また，レキシコンの形式化の試みとして，主
辞駆動句構造文法 (HPSG) のような理論も
あるが，語彙項目の単一化を表示の形式性か
ら派生させており，経験的必然性という観点
からは不十分なところがある。これらの欠点
を補うには，言語の語彙項目に実際に実現さ
れる，あるいは実現されうるような語彙の 
みを許容する理論の構築を目指す必要があ
る。 
 
また，語彙は幼い子どもが短期間に多数の項
目を学習するものであるから，子どもの頭の
中の語彙表示は，単純で，心理的に妥当な，
つまりわかりやすい表示形式を持っている
はずであり，それを捉えようとする理論も，
形式的単純性と心理的妥当性の双方の条件
を備えていなければならない。 
 
本研究は上の基準を満たすレキシコンの理
論として，本研究の初年度の分担者である 
Emonds が過去 18年にわたって提案し発展
させてきた syntacticon を仮定する理論を
取り上げ，言語の各分野，即ち音声・音韻，
形態論，統語論，意味論，さらに言語変異に
関わる諸現象を検討し，上に述べた基準を満
たすレキシコンと文法構造の関係を明らか
にする理論を探求し，そのような理論のモデ
ルから得られる言語習得や言語処理などの
分野への帰結を示そうとするものである。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究の特徴は，「目的」で述べた基準を満
たすレキシコンの理論のフォーマットを作
り，それに基づいた形式的な語彙記述体系を
デザインして理論言語学の各分野と，社会言
語学・心理言語学などの実証的な研究分野と
にまたがって研究をおこなうことにある。 
 
具体的には，次にあげるような問題を扱う。 
 
レキシコンの統語論・意味論的側面 

 文法構造を派生する過程で，語彙挿入を複
数のレベルでおこなうという syntacticon に
関わる仮説を文法論・意味論の両方の分野で
検討する。また判断形式という，意味と思考
に関わる現象が文法構造に影響を与える現
象を考察し，レキシコンとの関連を追究する。  
 
レキシコンの社会言語学的側面 
 日本語を中心とした，音韻・統語的変異・
変化における語彙的例外の数量的調査と分
析を通して，バリエーションの記述・説明に
おけるレキシコンの果たすべき役割を検討
する。また、その役割を果たす上で最適と考
えられるレキシコンモデル選択を目指し、バ
リエーションがレキシコン研究に対しても
たらす理論的意義を明らかにする。  
 
レキシコンの音韻論的側面 
  形態音韻的語形派生への入力となるレキ
シコンでの音韻形式について，更に 
syntacticon との関連で語彙挿入と音声形式
との関わりに重点を置いて経験的な帰結を
探求する。 
     
レキシコンの心理言語学的側面 
 幼児による言語獲得過程の中でも，言語の
意味的制約の獲得メカニズムを中心とし，各
獲得段階における特徴を明確にする。また，
心理実験により，大人の言語処理過程の特性
を検証し，統語的制約の運用形態や，音韻的
制約が物理的な音声へ変換される諸相を検
討する。 
 
 
４．研究成果 
 
以上のように，人間のもつレキシコンの構造
に対するモデルを構成する際に，形式的特性，
特に，単純性と心理的妥当性という条件を満
たす一方で，十分な経験的帰結を示すという
要請を課すことは，複数の可能なレキシコン
分析のフォーマットを選択する上で強力な
尺度を提供するものである。また，この研 
究を音声，文法構造，意味，言語変異の各分
野にまたがっておこなうことは，レキシコン
の持つ多次元性を研究の中に実現するもの
であり，言語の正確な認知モデルを構築する
上で極めて重要である。 
 
以下、各分野における研究成果を述べる。 
 
統語論分野 
(1) 短い答などの省略現象について考察し、
「島の制約」を回避するメカニズムがあ
ることについて分析し、そのようなメカ
ニズムと関与する語彙特性についての
議論を行った。 



 

 

(2) 日本語の再起表現の束縛現象について
考察し、節内での束縛、節を超えたいわ
ゆる長距離束縛のそれぞれのケースに、
関与する述語の語彙的特性が深く関わ
っていることを示した。 
 
 
意味論の分野 
(1) 日本語のいわゆる否定対極表現 (NPI)、
「しか」を含む句などの、否定辞と共起
する語彙項目の振る舞いに関して、各々
の語彙項目の意味論的性質を明らかに
した。 

(2) 一方、語彙レベルを越える現象として、
文レベルの韻律がある種の演算子の意
味的スコープを表示する方法となって
いることを明らかにした。特に、論理的
には等価な表現であっても、異なる韻律
が、同値ではあるが異なる意味表示に対
応する場合があることを示した。したが
って、韻律と意味表示は従来考えられて
きたよりもずっと密接に関連している
ことが明らかになった。 

 
 
文理解と音韻の分野 
(1) 文を理解する際には、関連する単語を
予測しながら心的辞書にアクセスする
必要がある。こうした関連性情報がい
かに計算されているかを様々な角度か
ら検討した結果、P(X|Y)-P(X)という確
率の変動値が、最も「荒っぽい」関連
性の計算式として適切であることを見
いだした。 

(2) 従来提案されてきた DH モデルや
P-value といった因果性推論の計算式
を検討した結果、こうした値は前述の
P(X|Y)-P(X)の値を元に計算できるこ
とも明確になり、各因果性推論の計算
式の関係も明らかにすることができた。 

(3) また、単語へのアクセスのみならず、
条件文などの文理解過程においても、
関連性計算が適切な意味論の計算に役
立つことも示した。 

(4) また、袋小路文を用いた実験によると、
有アクセント語のほうが、initial 
lowering を持つ平板アクセント語より
も的確な予測が行われる可能性が示さ
れた。これは心的辞書の音韻符号化に
一つの示唆を与えるものである。 

 
社会言語学分野 
 
語彙的変異研究データとして上述の国会会
議録データを活用することで、以下の書店を
明らかにすることができた。(i) 現代日本語
可能型について過去に報告されてきた基本

的な語彙的性格は、国会会議録データでも支
持されるが、整文の影響とプライミング効果
への配慮が必要であること、(ii) 会議録に
加えて Youtubeからのデータも加えた一人称
代名詞の変異分析では、場面とスタイルによ
る変動がきれいなパターンを描き、先行研究
で排除されてきた引用文脈でも同様なパタ
ーンが観察できること、そして複数形の「た
ち」と「ども」の語彙的差異についてさらな
る分析が必要であること、などを示した。 
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